
 [全体計画] 

中学部 保健体育科 学習指導案 

日  時 平成**年**月**日（＊曜日）9:40～10:30 場所 体育館 

指導者 
◯◯(Ｔ１)  ◯◯(Ｔ２)  ◯◯(Ｔ３)  ◯◯(Ｔ４)  ◯◯(Ｔ５)  ◯◯(Ｔ６)  ◯◯(Ｔ７) 

◯◯(Ｔ８)  ◯◯(Ｔ９) 

単元名 バスケットボールをしよう 

単元 

設定の理由 

本グループは中学部１年生から３年生の計 16 名で構成されている。自分から積極的に身体を

動かすことは少ないが，体育の授業で興味関心がもてるような工夫を取り入れながらキックベ

ースやティーボール，サッカーなどに取り組む中で，ボール運動に親しむ姿が見られた。その

一方で，基本的なボール操作（パス，シュート，ドリブル）の技術や，友達と連携して得点につ

なげる経験が浅いことが課題として挙げられる。  

上記のような生徒の実態から，ボールを用いた一つ一つの動きが得点につながり，友達と力

を合わせながら取り組むことができるゴール型ゲームのバスケットボールを設定した。ゴール

型ゲームの特性として，パスやドリブルでボールをつなげ，正確にシュートを打つこと，決め

られた枠にゴールすることで得点になるという分かりやすいルールが挙げられる。今回扱うバ

スケットボールは，手を使った様々なボール操作ができることに加え，得点するために友達と

協力する必要がある競技と考える。本単元に関連する特別支援学校学習指導要領中学部保健体

育科の指導内容として(１)「体つくり運動，簡単なスポーツ，ダンスなどの運動をする」，中学

校学習指導要領保健体育科 E 球技(２)「互いに協力して，練習やゲームができるようにする」

がある。 

指導にあたり，練習場面ではそれぞれの実態に合わせた練習ができるように，グループを２

つに分けた。使用するボールについても，実態に応じてソフトバレーボールを使う等の配慮を

した。練習するにあたっては，ゴールのネットに鈴を付けシュートが入ると音が鳴るようにし

たり，的にボールが当たると絵が出てきたりするといった工夫をした。それにより生徒たちが

「シュートが入った」「パスをした」などの実感が得られ，「もっとやりたい」と感じ，楽しみな

がらボール操作ができるようにした。また，ペアで行うゲームを取り入れることで，練習して

きたボール操作を組み合わせて得点することを実感できるようにした。さらに，友達を意識で

きるよう，授業の後半にペアでのミニゲームを入れたり，単元の中盤からは活動全体をペアで

活動したりするようにした。技術面における指導の工夫として，ポイントを絞った具体的な言

葉かけ，教師の示範，体の動かし方を一緒に行う等の手立てを心がけた。これらの支援に加え，

動きの理解を促したり，ボールの軌道をイメージしたりできるように，オノマトペを用いた言

葉かけも取り入れた。以上のことから，ペアの友達と一緒に楽しむことを基盤としながらボー

ル運動における技能の向上を目指し，練習やゲームを重ねていく中で主体的に運動できるよう

にしたいと考え，本単元を設定した。 

単元の目標 

・友達や教師と一緒に練習やゲームに取り組むことができる。（関心・意欲・態度） 

・練習のやり方やゲームのルールを正しく理解して行うことができる。（思考・判断・表現） 

・友達にパスしたり，ドリブルでボールを運んだり，シュートで得点したりすることができる。 

（技能） 

指導計画 

(７時間扱い) 

第１次 バスケットボールの練習をしよう・・・・・３時間 

第２次 バスケットボールのゲームをしよう・・・・４時間（本時は第２時） 

 

  



〔本時の指導〕 

１ 全体目標 

Ａ ペアの友達と練習やゲームに取り組むことができる。（関心・意欲・態度） 

Ｂ ポジションに応じたボール操作をしようとすることができる（思考・判断・表現） 

Ｃ 練習の中でパス，ドリブル，シュートなどができる。（技能） 

 

２ 生徒の実態及び個別目標等 ※自立活動に関することは，番号をつける。（例：＜１－（１）＞） 

担当生徒 

学年 

性別 

生徒の実態 

個別目標 
主な指導場面 

評価方法 

ボール運動に取り組

むことができる。 

指示通りにボール操

作をしようとするこ

とができる。 

簡単なボール操作が

できる。（転がす，つ

く，投げる，渡す） 

Ａ 

１年 

＊ 

○ 

教師と一緒であれば，

ボール運動に取り組む

ことができる。 

△ 

ジェスチャーを交えた1

つの指示であれば，ボ

ール操作ができる。 

△ 

的やゴールがあれば，

その方向に転がすこと

ができる。 

 

B ゲーム中の後半２分間で，繰り返

し籠からボールを取ってペアの友

達にパスしようとすることができ

る。 

C 練習場面で３回以上，２ｍ離れた

ゴールにシュートすることができ

る。 

ゲーム 

（観察・記録） 

練習 

（観察・記録） 

Ｂ 

１年 

＊ 

△ 

興味のある活動であ

り，教師と一緒であれ

ば，ボール運動に取り

組むことができる。  

○ 

視覚的に2つの指示を

出せば，ボール操作が

できる。 

○ 

弾みやすいボールで

あればつくことができ

る。 

 

 

A 練習場面で１分以上，繰り返しペ

アの友達にボールを渡そうとする

ことができる。 

C ゲーム場面で３回以上，２ｍドリ

ブルしてボールを運ぶことができ

る。 

練習 

（観察・記録） 

ゲーム 

（観察・記録） 

Ｃ 

１年 

＊ 

◎ 

〇 

実際に手本を見せな

がら 2 つの指示を出

せば，ボール操作がで

きる。 

〇 

両手でオーバースロ

ーをすることができ

る。 

 

Ｂゲームを始めてから最後まで，繰

り返し籠からボールを取ってペア

の友達にパスしようとすることが

できる。 

C 準備運動場面で，その場で２回続

けてボールをつくことができる。 

ゲーム 

（観察・記録） 

準備運動 

（観察・記録） 

Ｄ 

２年 

＊ 

○ 

教師と一緒であれば，

ボール運動に取り組む

ことができる。 

△ 

手本を見せながらの１

つの指示であれば，ボ

ール操作ができる。 

○ 

手に収まるボールであ

れば，上から投げるこ

とができる。 

B ゲーム場面で，友達の言葉かけを

聞いて，ペアの友達に向かってチ

ェストパスをしようとすることが

できる。 

C 準備運動場面で，連続して３回以

上ボールをつくことができる。 

ゲーム 

（観察） 

準備運動 

（観察・記録） 

Ｅ 

２年 

＊ 

○ 

教師と一緒であれば，

ボール運動に取り組む

ことができる。 

△ 

繰り返し取り組んだこと

のある操作であれば，

１つの指示を聞いてボ

ール操作を行うことが

できる。 

◎ 

Ｂゲーム場面で，3 回以上ペアの友達

からボールをもらった後，自分か

らドリブルを始めようとすること

ができる。 

C ゲーム場面で，３ｍ先の目的地ま

でボールをドリブルすることがで

きる。 

ゲーム 

（観察・記録） 

ゲーム 

（観察・記録） 

 

Ｆ 

２年 

＊ 

◎ 

○ 

ジェスチャーを交えた2

つの指示であれば，ボ

ール操作をすることが

できる。 
◎ 

A 練習を始めてから最後まで，繰り

返しペアの友達にボールを渡そう

とすることができる。 

B ゲーム場面で，教師の間接的な指

示を聞いて，ペアの友達に向かっ

てパスしようとすることができ

る。 

練習 

（観察） 

ゲーム 

（観察） 

Ｇ 

２年 

＊ 

◎ 

○ 

手本を見せながらの 2

つの指示であれば，ボ

ール操作ができる。 

○ 

的やボールがあれば，

チェストパスをすること

ができる。 

B ゲームを始めてから最後まで，繰

り返し籠からボールを取ってペア

の友達にパスしようとすることが

できる。 

C ゲーム場面で，3 回以上友達に向か

ってチェストパスすることができ

る。  

 

ゲーム 

（観察） 

ゲーム 

（観察・記録） 

Ｈ 

２年 

＊ 

△ 

興味のある活動であ

り，教師と一緒であれ

ば，ボール運動に取り

組むことができる。 

△ 

個別に1つの指示を出

せば，ボール操作がで

きる。 ◎ 

A 練習場面で１分以上，繰り返しペ

アの友達にボールを渡そうとする

ことができる。 

B ゲームを始めてから最後まで，繰

り返し友達からパスをもらった後

に自分からドリブルをしてシュー

トしようとすることができる。 

練習 

（観察・記録） 

ゲーム 

（観察） 

 



Ｉ 

２年 

＊ 

△ 

気持ちが安定してお

り，教師と一緒であれ

ば，ボール運動に取り

組むことができる。 

○ 

手本を見せながらの 2

つの指示であれば，ボ

ール操作ができる。 
◎ 

 

A 練習場面で２分以上，繰り返しペ

アの友達からボールをもらってシ

ュートしようとすることができ

る。 

B ゲーム場面で，教師と一緒にドリ

ブルをしてシュートしようとする

ことができる。 

練習 

（観察・記録） 

ゲーム 

（観察） 

Ｊ 

２年 

＊ 

△ 

気持ちが安定してお

り，教師と一緒であれ

ば，ボール運動に取り

組むことができる。 

 

○ 

ジェスチャーを交えた２

つの指示であれば，ボ

ール操作ができる。 
◎ 

A 練習を始めてから最後まで，繰り

返しペアの友達からボールをもら

ってシュートする運動をしようと

することができる。 

B ゲームを始めてから最後まで，繰

り返し友達からパスをもらった後

に自分からドリブルをしてシュー

トしようとすることができる。 

練習 

（観察） 

ゲーム 

（観察・記録） 

Ｋ 

２年 

＊ 

△ 

興味のある活動であ

り，教師と一緒であれ

ば，ボール運動に取り

組むことができる。 

△ 

手本を見せながらの１

つの指示であれば，ボ

ール操作ができる。 

○ 

弾みやすいボールで

あれば，4回程度つくこ

とができる。 

的があれば，バウンド

でのパスができる。 

 

B ゲーム場面で，教師の指示を聞い

て，友達に向かってボールを投げ

ようとすることができる。 

C 準備運動場面で，連続して５回以

上ボールをつくことができる。 

ゲーム 

（観察） 

準備運動 

（観察・記録） 

 

 

Ｌ 

３年 

＊ 

◎ ◎ 

○ 

その場であれば，１０

回程度ボールをつく

ことができる。 

A ボールを受け取るときに，ペアの

友だちの方を向いて名前を呼ぶこ

とができる。 

C ゲーム場面で３回以上，ドリブル

をしながら１ｍ歩くことができ

る。 

ゲーム 

（観察） 

ゲーム 

（観察・記録） 

Ｍ 

３年 

＊ 

◎ ◎ 

○ 

その場であれば，１０

回程度ボールをつく

ことができる。 

B ゲームを始めてから最後まで，繰

り返しパスをもらった後に自分か

らドリブルをしてシュートしよう

とすることができる。 

C ゲーム場面で，ドリブルをしなが

ら１ｍ歩くことができる。 

ゲーム 

（観察） 

ゲーム 

（観察・記録） 

Ｎ 

３年 

＊ 

◎ ◎ 

○ 

その場であれば，１０

回程度ボールをつく

ことができる。 

A ペアの友だちを誘い，並ぶことが

できる。 

C ゲーム場面で３回以上，ドリブル

をしながら１ｍ歩くことができ

る。 

導入 

（観察） 

ゲーム 

（観察・記録） 

 

Ｏ 

３年 

＊ 

△ 

気持ちが安定してお

り，教師と一緒であれ

ば，ボール運動に取り

組むことができる。  

△ 

ジェスチャーを交えた1

つの指示であれば，ボ

ール操作ができる。 

△ 

的やゴールがあれば,

その方向に転がすこ

とができる。 

B ゲーム場面で，ジェスチャーを交

えた指示を受けて２回以上友達に

ボールを渡そうとすることができ

る。 

C 練習場面で，ペアの友達に向かっ

て，ボールを転がしたり投げたり

することができる。 

ゲーム 

（観察・記録） 

練習 

（観察・記録） 

Ｐ 

３年 

＊ 

◎ 

○ 

手本を見せながらの 2

つの指示であれば，ボ

ール操作ができる。 

○ 

的やゴールがあれば,

ボールを転がしたり,

投げたりすることが

できる。 

B ゲーム場面で 3 回以上，友達に向

かってパスしようとすることがで

きる。 

C 練習場面で３回以上，２ｍ先のゴ

ールに下手投げでシュートするこ

とができる。 

ゲーム 

（観察・記録） 

練習 

（観察・記録） 

 

 

【評価基準】 

Ａ ボール運動に取り組むことができる。 

◎いつもできる ○3 つの活動中 2 つできる △3 つの活動中 1 つできる 

 

Ｂ 指示を聞いてボール操作ができる。 

◎3 つの指示を聞いてできる ○2 つの指示を聞いてできる △１つの指示を聞いてできる  

 

Ｃ 簡単なボール操作ができる。（捕る，つく，上手投げ） 

◎４つできる ○4 つのうち２つできる △１つできる 

 

 

  



３ 展開   ※自立活動に関することは，番号をつける。（例：＜１－（１）＞） 

       ※形態の表記は 全体：全， グループ：グ， 個別：個 

形態 

時間 

(分) 

主な学習活動・内容 

（必要に応じて配置図等を入れる） 
指導の手立て（各 T の役割等）※評価は□で囲む 

全

(２) 

 

 

 

 
 

全 

(５) 

 

 
 

 
 

 

全

(５) 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

グ

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 集合する。 

(1) ペアごとに整列する。 

(2) 始めの挨拶をする。 

 

 

 
 

２ 本時の学習について知る。 

 バスケットボールのゲームをしよう 

 ・活動内容の確認をする。 

  

   
 
 

３ 準備運動をする。 

 ・指のストレッチをする。 
・Ｔ１と同じ方向にボールを動かす。 

 ・その場でドリブルをする。 
 ・ボール集めをする。 
 

 

 

 

 

 

４ ペアで練習する。 

 ・個別目標を確認する。 

 ・練習をする。 

 
練習①→練習② 練習②→練習① 

Ｅ・Ｇ Ｔ１ Ｃ・Ｉ Ｔ３ 

Ａ・Ｂ Ｔ２ Ｌ・Ｏ Ｔ５ 

Ｆ・Ｍ Ｔ６ Ｊ・Ｋ Ｔ９ 

Ｎ・Ｐ 
Ｔ７ 

Ｔ８ 
Ｄ・Ｈ Ｔ４ 

 

  

 

 
 

練習① 

 
 

 

 

 
 

・ペアごとの写真を目印にすることで，整列する場所が分か

るようにする。 

・授業の前に健康観察をすることで，安全に運動ができるよ

うにする。＜１－（４）＞ 

・全員で挨拶をすることで，学習の始まりが分かるようにす

る。 

・本時の学習内容を知ることで，見通しをもって活動できる

ようにする。＜２－（２）＞ 

・本時の説明でＴ１の話に意識を向けることが難しい生徒が

いたときには，Ｔ２以下がＴ１に注目するよう促したり，個

別に言葉かけをしたりすることで，Ｔ１の話が聞けるよう

にする。 

・指のストレッチをすることで，突き指を防止することがで

きるようにする。 

・ボールを使った準備運動をすることで，ボールに慣れるこ

とができるようにする。 

・自分で取り組むことが難しい生徒には，Ｔ２以下がＴ１の

動きを見るように言葉かけしたり，隣で示範したりするこ

とで，準備運動ができるようにする。  

 

 

 

・練習を始める前に，誰がどの練習をするかを図や顔写真を

使って説明することで，視覚的に分かるようにする。 

・イラスト付きの目標確認カードを使いながら本時の目標を

確認することで，授業の中で何をどう頑張ればよいのかを

意識できるようにする。 

・練習①と練習②をやるペアを分けることで，待ち時間をな

くし，運動量を確保できるようにする。 

・各練習場所に動きのポイントをイラスト付きで分かるもの

を置いておくことで，適宜確認しながら練習を行えるよう

にする。 

・練習中，Ｂが他の活動に気持ちが向いてしまったときには，

Ｔ２と一緒に何をする時間なのかを確認することで，やる

べき活動に取り組むことができるようにする。 

・ＬやＭに，全体での指示が上手く伝わっていないときには，

Ｔ６が個別に言葉かけをすることで，指示を理解できるよ

うにする。 

・籠の底に音が鳴る装置のボタンを付けることで，ボールが

入ったことが音で分かるようにする。 

・相手をよく見るように言葉かけしたり，指さししたりする

ことで，相手に注目してパスできるようにする。 

・籠を持つ生徒には，ボールが入りやすいように止まって籠

を固定する姿を示範したり，言葉かけをしたりする。 

・ボールを投げる際に下手投げが多い生徒には，上手投げに

も挑戦できるように隣で投げ方を見せたり，腕を支えたり

して顔の高さで構えて，ボールを投げるフォームをつかめ

るようにする。 

・上手投げで籠にボールを入れるコツとして「ヒュッ」「ポー

ン」等，弧を描くイメージをつかめるようなオノマトペを交

えて投げ方を伝えるようにする。 

・その場でドリブルができたか。（技能〔観察〕） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

グ

(15) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全

(５) 

 
全

(５) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練習② 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

５ ゲームをする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６ 振り返りをする。 
 

 
 

７ 整理体操をする。 

 ＊ペアごとに並び，整理体操をする。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゴールのバックボードにキャラクターなどを載せておくこ

とで，ねらう場所を分かりやすくする。 

・脇を開けてシュートを打っている生徒がいたときは，「脇を

締めて」などの言葉かけをしたり，教師が手で支えたりする

ことで，正しいフォームでシュートを打てるようにする。 

・シュートを打つときは，ゴールのバックボードをねらって

打つよう言葉かけすることで，どこをねらって打てばよい

かを分かるようにする。 

・ＡとＢのポジションを交代しながら練習できるようにし

て，両方の動きをつかんでボール操作ができるようにする。 

・二人でボールをつなぐような練習を行うことで，ペアで一

緒に活動することが意識できるようにする。 

・Ｐが移動するときや運動に取り組むときには，Ｔ７とＴ８

がつくことで，転倒を防止することができるようにする。 

・Ｏが集団から外れたときには，Ｔ５とクールダウンの時間

を取ってから「一緒にやってみよう」などの言葉かけをする

ことで，活動に戻れるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・ゲームの前にＡ，Ｂそれぞれのポジションで行うボール操

作を確認することで，これまで練習してきた一つ一つの動

きが生かせるようにする。 

・たくさん得点することに気持ちが向いてしまい，ボール操

作が雑になってしまう場合には「相手を見てパス」「ゆっく

りドリブル」等，動きを丁寧に正確に行うことができるよう

な言葉かけをする。 

・ドリブルがうまく続かないときは「ポンポンポン」とリズ

ムをつかめるような言葉を添えてテンポよくボールをつく

ことができるようにする。 

・友達に確実にパスできるようにするため，ボールを渡すと

きや受け取るときに「ハイ」と互いに言葉を掛け合うように

促す。 

・称賛をする際には，具体的にどこがよかったかをその場で

伝えることで，よい動きに気付くことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
・イラスト付きの目標確認カードを使いながら本時の振り返
りをすることで，学習の定着を図れるようにする。 

・◎，△のシールを使って目標に対してどのくらい頑張った
かを決めることで，生徒が自己評価できるようにする。 

・整理体操をすることで，使った体の部位をほぐすことがで
きるようにする。 

・Ｄが屈伸や伸脚を行うときには，Ｔ４が隣につくことで，
転倒を防止することができるようにする。 

・自分で取り組むことが難しい生徒には，隣で示範したり，体

操係の生徒を見るよう言葉かけをしたりすることで，整理

体操ができるようにする。 
 
 

・ペアの友達と練習に取り組むことができていたか。 

（関心・意欲・態度〔観察〕） 

・練習の中でパス，シュートができていたか。 

                 （技能〔観察〕） 

・ペアの友達とゲームに取り組むことができていたか。 

（関心・意欲・態度〔観察〕） 

・ポジションに応じたボール操作をしようとすることがで

きていたか。（思考・判断・表現〔観察〕） 

・ゲームの中でパス，シュートができていたか。 

                 （技能〔観察〕） 



全

(２) 
 

 

全

(１) 

８ 次回の予告をする。 

 
 

 

９ 終わりの挨拶をする。 

 

・次回の授業について予告することで，活動に見通しをもつ
ことができるようにする。＜２－（２）＞ 

 
・正しい姿勢で挨拶をすることで，授業の終わりを意識でき
るようにする。 

【板書計画(内容確認時)】 

１ あいさつ 

２ 準備運動           

３ 練習 

４ ゲーム 

５ 振り返り 

６ 整理体操 

７ あいさつ 

【板書計画(ポイント確認時)】 

・ペアの友達と一緒に頑張ってたくさん点を取ろう。 

  

 

配置図 

【集合時】 

 

 

 

 

 

 

 

【練習時】 
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